
令和 8 年度 9月補正予算　主要な事業の説明書

（一般会計）

令和8年第3回 嬉野市議会定例会提出





【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 5 年度 ～ 令和 8 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

9,300
1,419

補助率

５．その他参考となる事項

当初予算事業費
9月補正事業費
（補正財源内訳） 市債

一般財源

補正後事業費

10,719計

10,719千円

10,719千円

1,419千円
9,300千円

一般財源 4,635 9,181 3,297 10,719
その他
ふるさと応援寄附金

市債
県支出金財

源
内
訳

国庫支出金

消火栓設置

【今回追加補正】　1件　1,419,000円

（下不動地区消火栓移設設置）

事業費(単位:千円) 4,635 9,181 3,297 10,719

事業内容
消火栓設置事
業

消火栓設置事
業

消火栓設置事
業

消火栓設置事
業

負担金，補助及び交付金

実施年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

消防施設を整備改修することにより、火災への備えを充実し、消防団による消火活動の充実を目指す。

消火栓移設等に関する負担金の増額。
県が行っている下不動地区の道路拡幅工事のタイミングで、佐賀西部広域水道企業団が水道老朽管の布設替えを行っている。それに伴い既存の消火栓を移設する必要が
生じた。工事自体は、佐賀西部広域水道事業団が行っているものの、消火栓は市の持ち物であるため市の費用で賄う必要がある。本来予算編成時に翌年度の工事分を負担
金として計上しているが、県の工事のタイミングに併せて行っている事業であり、市の予算編成時に予定がなかった箇所の工事が必要となり今回補正対応となった。

事業費(千円) 27,832 予算額(単位：千円)

予算書ページ 28 新規実施主体 その他 所属部 総務部 所属課 防災安全課

3 消防施設費 事業名 消火栓設置事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　助け合う安全・安心のまちづくり 政策分野 ①消防・防災

令和８年度 9月 補正予算

予算体系 9 消防費 1 消防費
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 8 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

1,500

補助率

1,500

５．その他参考となる事項

委託内容
・地域への個別ヒアリング支援
・ワークショップ等の開催支援
・打ち合わせ、コンサルティング、リサーチ、報告書作成など

令和８年度 9月 補正予算

予算体系 ２　総務費 １　総務管理費 ６　企画費 事業名 地域おこし協力隊導入事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ③歴史・文化・芸術

実施主体 市 所属部 政策部 所属課 秘書広報課 予算書ページ 18 新規 ○

塩田津を中心とした地域への地域おこし協力隊の導入の検討にあたり、地域の要望や実情と協力隊制度の最適化をおこなうことによって、導入の可否や地域課題を把握する
ことを目的とする。

塩田津を中心とした地域の様々なステークホルダーの思いや意見をヒアリングし地域課題を把握する。また協力隊制度の周知をはかるとともに、地域おこし協力隊の導入につ
いて検討する。

事業費(千円) 1,500 予算額(単位：千円)

実施年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
地域おこし協力
隊導入基盤整
備

委託料 地域おこし協力隊導入支援業務委託

事業費(単位:千円) 1,500

財
源
内
訳

国庫支出金

市債
県支出金

ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 1,500 計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 5 年度 ～ 令和 8 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

56,860
-25,566

補助率

５．その他参考となる事項

※補助概要等については当初予算と同じ

当初予算事業費 千円
9月補正事業費 千円
（補正財源内訳） 県支出金 千円

一般財源 千円

補正後事業費 千円

31,294

令和8年度 9月 補正予算

事業主体4【営農用資材】県費△1,000,000+市費△200,000＝△1,200,000

計

事業主体1【高品質化機械・装置】県費△14,883,000+市費△4,465,000＝△19,348,000

県支出金 1,814 10,995 30,950 24,148 事業主体2【高品質化機械・装置】県費△2,013,000+市費△605,000＝△2,618,000

市債 事業主体3【営農用資材】県費△1,000,000+市費△200,000＝△1,200,000

事業主体5【営農用資材】県費△1,000,000+市費△200,000＝△1,200,000その他
ふるさと応援寄附金

財
源
内
訳

国庫支出金

一般財源 6,739 7,146363 2,234

負担金、補助及び交付金 （補助金）

園芸用ハウスや育苗施設等の整備、長寿命化への補助

【今回の追加補正】

事業費(単位:千円) 2,177 13,229 37,689 31,294 さが園芸888整備支援事業9事業のうち園芸産地強化・整備支援事業への5事業移行。

経営規模の拡大を図る意欲的な農業者や新規就農者の確保を進め、収益性の高い園芸農業を確立するために、収量・品質の向上や低コスト化、経営規模の拡大など、農業
所得の確保・向上ができる園芸農業の確立に必要な施設・機械等の整備を推進する。

実施主体 個人・事業者 所属部 産業部 所属課

政策分野 ①農業

予算書ページ 22 新規農業政策課

予算体系 6　農林水産業費 1　農業費 事業名 さが園芸888整備支援事業3　農業振興費

56,860
-25,566
-19,896
-5,670

31,294

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり

園芸用ハウスや育苗施設等の整備、長寿命化に要する経費に対し、補助を行う。
県単独事業　補助率　県１／２以内　市１／１０以上

事業費(千円) 84,389 予算額(単位：千円)
実施年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
さが園芸888整
備支援事業

さが園芸888整
備支援事業

さが園芸888整
備支援事業

さが園芸888整
備支援事業
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 8 年度 ～ 令和 8 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

45,415
補助率

60%

45,415

５．その他参考となる事項

さが園芸888整備支援事業から園芸産地強化・整備支援事業へ5事業移行。（県補助33％もしくは50％から60％への増額、市補助10％から5％へ減額）
県費 円 + 市費 円 ＝ 円
県費 円 + 市費 円 ＝ 円
県費 円 + 市費 円 ＝ 円
県費 円 + 市費 円 ＝ 円
県費 円 + 市費 円 ＝ 円
県費 円 + 市費 円 ＝ 円

事業主体3 県費 円 + 市費 円 ＝ 円
事業主体4 県費 円 + 市費 円 ＝ 円
事業主体5 県費 円 + 市費 円 ＝ 円

合計 県費 円 + 市費 円 ＝ 円

令和8年度 9月 補正予算

予算体系 6　農林水産業費

ふるさと応援寄附金

3　農業振興費 事業名

予算書ページ

園芸産地強化・整備支援事業1　農業費

22 新規 ○

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

農業所得向上に向けた収量・品質の向上や経営規模の拡大、経営コストの削減など、農業所得の確保・向上ができる園芸農業を確立する。

実施主体 個人・事業者 所属部 産業部 所属課 農業政策課

農業所得の確保・向上ができる園芸農業の確立に必要な施設・機械等の整備に要する経費に対し、政策目的の区分に応じ　県60％　市5％ 以内を補助する。

事業費(千円) 45,415 予算額(単位：千円)
実施年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

41,919

（補助金）

【今回追加補正】

園芸生産に必要な施設・機械等整備費への補助

事業費(単位:千円) 45,415

事業内容
園芸生産に必
要な施設・機械
等整備費への
補助

負担金、補助及び交付金

計

財
源
内
訳

国庫支出金

その他

市債
県支出金

一般財源 3,496

事業主体2
（嬉野・

白石合同）

高品質化機械・装置 2,066,000 173,000 2,239,000
高品質化機械・装置 814,000

事業主体1
高品質化機械・装置 13,381,000 1,116,000 14,497,000
高品質化機械・装置 2,009,000 168,000 2,177,000
高品質化機械・装置

68,000 882,000
高品質化機械・装置 542,000 45,000 587,000

19,507,000 1,626,000 21,133,000

営農開始生産資材 1,200,000 100,000 1,300,000
41,919,000 3,496,000 45,415,000

営農開始生産資材 1,200,000 100,000 1,300,000
営農開始生産資材 1,200,000 100,000 1,300,000
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 8 年度 ～ 令和 9 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

12,100

補助率

12,100

５．その他参考となる事項
本事業は、2年間の継続事業として実施する。

令和8年度　事業内容
【土地利用基本計画及び用途地域変更素案の検討】

令和9年度　事業内容
【土地利用基本計画の策定及び用途地域変更】

12,100

・基礎調査、土地利用基本構想・基本計画の策定、用途地域変更素案の検討、補助事業の方針設定及び交付対象事業の整理

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ②自然と都市

令和８年度 9月 補正予算

予算体系 8　土木費 ７　医療センター跡地整備費 事業名

予算書ページ

医療センター跡地整備事業４　都市計画費

27 新規 ○

医療センター跡地活用において、周辺の住居・医療・観光環境との調和に十分配慮しつつ、土地の有効利用を図るため、用途地域の変更及び土地利用の構想・計画につい
ての検討を行い、もって民間開発の早期実現を促進することを目的とする。

実施主体 市 所属部 建設部 所属課 都市計画課

医療センター跡地利用等促進するための、用途地域の変更及び土地利用の構想・計画を策定する。

事業費(千円) 32,000 予算額(単位：千円)

実施年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
医療センター跡
地有効活用検
討業務

跡地有効活用検討業務 一式

事業費(単位:千円) 12,100

市債
ふるさと応援寄附金

その他

・土地利用基本計画の確定、用途地域変更の決定図書作成・法定手続き・都市計画決定、都市再生整備計画の策定・事業効果分析・採択、住民説明会

計

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

一般財源
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 8 年度 ～ 令和 8 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

28,000

補助率

28,000

５．その他参考となる事項

【歳入】
緊急防災・減災事業債（充当率100％　交付税措置率70％）

【歳出】
工事請負費
4,000千円×7校＝28,000千円

ふるさと応援寄附金

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①学校教育

令和８年度 9月 補正予算

予算体系 10　教育費 1　学校管理費 事業名

予算書ページ

学校体育館スポットクーラー整備事業2　小学校費

29 新規 ○

避難所に指定されている小学校体育館にスポットクーラーを設置し、災害時における避難者の暑さ対策と避難所環境の改善を図る。平常時には、体育の授業や学校行事等
に活用することで、児童の熱中症を予防し、安全で快適な教育環境を整備する。

実施主体 市 所属部 教育部 所属課 教育総務課

市内の避難所に指定されている小学校7校（大野原小中学校は中学校として計上）の体育館を対象に、原則として1施設につきスポットクーラー1台を設置する。併せて、機器
の稼働に必要な電源設備等の整備を行い、災害時及び学校活動時に使用できる環境を整える。

事業費(千円) 28,000 予算額(単位：千円)

実施年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
学校体育館ス
ポットクーラー整
備

工事請負費 4,000千円×7校＝28,000千円

事業費(単位:千円) 28,000

その他

28,000市債

計

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

一般財源
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 8 年度 ～ 令和 8 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

16,000

補助率

16,000

５．その他参考となる事項

【歳入】
緊急防災・減災事業債（充当率100％　交付税措置率70％）

【歳出】
工事請負費
4,000千円×4校＝16,000千円

令和８年度 9月 補正予算

予算体系 10　教育費 3　中学校費 1　学校管理費 事業名 学校体育館スポットクーラー整備事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①学校教育

実施主体 市 所属部 教育部 所属課 教育総務課 予算書ページ 30 新規 ○

避難所に指定されている中学校体育館にスポットクーラーを設置し、災害時における避難者の暑さ対策と避難所環境の改善を図る。平常時には、体育の授業や学校行事、部
活動等に活用することで、生徒の熱中症を予防し、安全で快適な教育環境を整備する。

市内の避難所に指定されている中学校4校（大野原小中学校は中学校として計上）の体育館を対象に、原則として1施設につきスポットクーラー1台を設置する。併せて、機器
の稼働に必要な電源設備等の整備を行い、災害時及び学校活動時に使用できる環境を整える。

事業費(千円) 16,000 予算額(単位：千円)

実施年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
学校体育館ス
ポットクーラー整
備

工事請負費 4,000千円×4校＝16,000千円

事業費(単位:千円) 16,000

財
源
内
訳

国庫支出金

市債 16,000
県支出金

ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 8 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

9
10
16

補助率 22

16,316
6,838
10,010

５．その他参考となる事項
【歳入】 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金　 15,185,000円

【歳出】 補助金　16,848,000円 需用費(消耗品) 19,000円
役務費(手数料) 38,000円

（給食費） 積算
中学校　 塩田 基準生徒数 5,200円×258人×5か月＝6,708,000円

転入生 5,200円×5人×5か月＝130,000円
嬉野 基準生徒数 5,200円×377人×5か月＝9,802,000円

転入生 5,200円×8人×5か月＝208,000円

33,221

ふるさと応援寄附金 【今回追加補正額】　嬉野学校給食ｾﾝﾀｰ  10,010千円

計

令和８年度 9月 補正予算

2 1,736

地方創生臨時交付金 7,057 13,203 18,901

学校給食費補助金(保護者負担軽減分)

市債 【今回追加補正額】　塩田学校給食ｾﾝﾀｰ  6,838千円

1 2,804

負担金、補助金及び交付金 （補助金）

県支出金

【今回追加補正額】嬉野学校給食ｾﾝﾀｰ振込手数料　22千円

財
源
内
訳

国庫支出金

31,485

一般財源

【今回追加補正額】塩田学校給食ｾﾝﾀｰ事務用品　9千円

【今回追加補正額】嬉野学校給食ｾﾝﾀｰ事務用品 　10千円

役務費（手数料） 【今回追加補正額】塩田学校給食ｾﾝﾀｰ振込手数料　16千円

事業費(単位:千円) 7,058 16,007 18,903 33,221

事業内容
学校給食費補
助

学校給食費補
助、給食食材費
補助

学校給食費補
助、給食食材費
補助

学校給食費補
助

需用費（消耗品費）

エネルギー・食料費価格等の価格高騰の影響を受けている学校給食費を補助することにより生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、給食費の一部を補助する。
中学生における給食費のうち、10月以降分を無償化する。

事業費(千円) 75,189 予算額(単位：千円)

実施年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

学校給食費における学校給食費の一部を補助することにより、生徒の保護者の経済的負担を軽減することを目的とする。

実施主体 市 所属部 教育部 所属課

予算体系 10 教育費 5　保健体育費 事業名 学校給食費物価高騰対策事業5　学校給食費

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①学校教育

予算書ページ 31 新規教育総務課
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